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内
道
西
遺
跡
の
位
置

●与野本町駅

大久保領家遺跡
道場寺院跡

諏訪坂遺跡

内道西遺跡

地図：治水地形分類図（国土地理院）

白鍬宮腰遺跡
与野西遺跡

宿宮前遺跡

←大宮台地の西端

←旧河道に面した高台



調
査
地
点

●縄文

●弥生

■古代

内道西遺跡 内道東遺跡

諏訪坂遺跡

相野谷１号遺跡 相野谷２号遺跡
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検出遺構

内道西遺跡 第７次調査

住居跡 ３軒

・第１・２号住居跡

古墳時代の竪穴式住居跡

・第３号住居跡？

縄文時代中期の炉跡及び
ピット群（柱穴）

・第４号住居跡

弥生時代の竪穴式住居跡

溝（中世以降）

①
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③

④

炉

炉
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中世以降

溝１条を確認。

・古墳時代の住居跡や縄文時
代の炉跡を切っている



古墳時代

竪穴式住居跡１軒（第２号住
居跡）を確認。

・南東部（床面が一段低い部
分）は、調査時には第１号
住居跡としていたが、柱穴
等はなく、性格不明の竪穴
状遺構とみられる

・出土土器は縄文時代が多い
が古墳時代の土師器もみら
れる

・

竪穴状遺構



弥生時代

竪穴式住居跡１軒（第４号住
居跡）を確認。

・残存部分の掘り込みの深さ
は約６０cm

・出土土器は縄文時代が多く
弥生時代の遺物はわずか

・中央よりやや北側の床面に
炉跡を検出

炉



弥生時代

竪穴式住居跡１軒（第４号住
居跡）を確認。

・残存部分の掘り込みの深さ
は約６０cm

・出土土器は縄文時代が多く
弥生時代の遺物はわずか

・中央よりやや北側の床面に
炉跡を検出



縄文時代

炉跡、柱穴、
土器が埋没した土坑を確認。

・炉跡の北半分はより新しい
溝に壊されていた

・土坑の土器は縄文時代中期

１）上部を削られてしまった
竪穴式住居？

２）竪穴式住居のような掘り
込みを持たない平地式住居？

溝
↑炉跡

土器埋没
土坑↓

攪乱



縄文時代

土器が埋没した土坑

（第１号土坑）



縄文時代

炉跡のようす



調査の成果
・縄文・弥生・古墳の３時
期の遺跡を同時に確認

・弥生時代の遺跡が北に広
がることが判明

・古墳時代の遺跡が西に広
がることが判明（神田方面
への脇道沿い？）

内道西遺跡 内道東遺跡

諏訪坂遺跡

相野谷１号遺跡 相野谷２号遺跡
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